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古虎渓よぶくるバス（コミタクモビリティサービス㈱運行）
登録制・予約制の廃止について【再】

「古虎渓よぶくるバス」（コミタクモビリティサービス㈱運行）について、現在は「登録制及・予約制」で運行しているが、前回会議において登録制・予約制を廃止して運行する旨の提案が運行会社からあり、概ね合意は得られた（下記枠内参照）。
しかし前回会議において、「利用者が混乱しないような周知」を求める意見があったため、コミタクモビリティサービス㈱においてチラシを作成し現在周知中である。今後も周知を継続しつつ来年1月から制度を改正するもの。
※前回（第1回）会議資料
市之倉ハイランド－古虎渓駅間を運行している「古虎渓よぶくるバス」（コミタクモビリティサービス㈱運行）について、現在は登録制及び予約制で運行しているが、今後（令和4年10月頃）登録・予約なしで運行することとしたいとコミタクモビリティサービス㈱から申し出がありましたので、本会議にて疑義がないか確認するもの。
１．運行概要
主に通勤通学客を対象とし、市之倉ハイランドと古虎渓駅を朝13便（ハイランド⇒古虎渓駅）、夜15便（古虎渓駅⇒ハイランド）運行（月～土曜日、区域運行）。
・運行日：月～土曜日
・運賃

片道運賃：210円
　　通勤定期：7,200円/月
　　通学定期：5,100円/月
・様態：区域運行

２．登録制・予約制廃止の理由
①運行開始当時（実証実験時）、運行日当日の車両準備台数を把握する必要があったことから予約制としたが、現在は乗客数が安定しているため台数調整の必要が無い。
（平日はほぼ全ての便に予約が入っている状況であるが、満席となることはなく座席数に余裕がある。よって、予約制を廃止しても定員オーバーとなることはないと想定している）
②現在は、電話やメールにて予約を受け付けているが、受け付けた予約をシステムに入力して管理している。そのシステム管理費（更新費）と人件費の削減が可能。
③運行開始当時、乗客の意見を吸い上げるために住所氏名等を登録していたが、その目的は既に果たした。
④乗客にとっては登録や予約の手間が省け、利便性が向上する。
　※現在、土曜日は予約がない便もあるが、予約制を廃止した場合、朝の古虎渓駅への便は必ず運行し、夜の古虎渓駅からの便は乗客がいなければそのまま駅に留まり運行しない。
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